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道路名：若狭2号 
植栽樹種 ホルトノキ 図面  
現況写真   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察   
 ホルトノキが大木にそだってみどり豊かな街の景

観を形成している。植樹枡は0.5×0.5と小さいので

根が桝から溢れており、部分的にはアスファルトや

縁石を損壊している。 

 
※プロポーション 
 歩道が狭すぎて考慮できない。現在の状況を大きく

変えない、α樹冠で維持。 
計画のテーマ・目標  剪定計画  
  
剪定タイプ：維持タイプ 自然樹形：盃状形 
計画樹冠：考慮せず  
剪定の要領  
 現在の樹冠の大きさは余り変えず、樹形が崩れた場合に切り戻

し剪定を行う。 
 建築限界はクリアーしているので、中枝等の不要な枝を切除

し、なるべく風通しの良い枝振りを維持する。 
 
 
 
 
 
特記事項  
ホルトノキを生かすためには車両の通行を一方通行にし、植樹帯

と同時に歩道幅員の拡大を図ることが望ましい。 
 
 
 

狭い空間で大きな樹冠を形成 
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道路名：久茂地前島線a 
植栽樹種 デイゴ 図面  
現況写真   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察   
 生育は良好であるが、害虫被害を受けて開花状況

は不良。低木や植栽地の管理が行き届いていないの

で雑然とした感がある。  
  

 
※プロポーション 
川沿いに制約なし、よってプロポーションは設定せず 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
  
剪定タイプ：育成タイプ 自然樹形：卵円形 
計画樹冠：H= 10.0．W＝5ｍ（枝張り比＝0.5）  
剪定の要領  
・車道側の建築限界をはみ出た枝を切り詰める。 
・絡み枝、ふところ枝などの中間枝を整理し、樹高 10ｍまでの

樹冠に導く。 
・河川側の枝は突出していなければ切り詰めずとも良い。 
 
 
 
 
 
 
特記事項  
 
 
 
 
 

デイゴ 
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道路名：久茂地前島線b 
植栽樹種 クロヨナ 図面  
現況写真   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察   
 生育は良好。景観面からも一定の効果を果たして

いるがみどりの量感がやや不足。 
 
 
  

 
 
※プロポーション 
川沿いに制約なし、よってプロポーションは設定せず 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
  
剪定タイプ：育成タイプ 自然樹形：盃状形 
計画樹冠：H= 7.0．W＝5ｍ（枝張り比＝0.5）  
剪定の要領  
・目標樹高は7ｍとし、樹冠を上部に導く。 
・剪定の要領は先述デイゴに準ずる。 
 
 
 
 
 
 
特記事項  
 
 
 
 
 
 

クロヨナ 
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道路名：牧志23号 
植栽樹種 ホウオウボク 図面  
現況写真   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察  ※プロポーション 
 植栽の生育は台風の影響はあるが、穏やかな環境

にあって枝先の伸長は良い。十分回復は見込める。 
  

 W=3.5-(0.5+0.5)×2=5.0+α2=7 
  H=5.0÷0.5=10.0 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
 

 

剪定タイプ：維持タイプ 自然樹形：盃状形 
計画樹冠：H=10.0 ．W＝7.0ｍ（枝張り比＝0.5）  
剪定の要領  
 樹木によっては目標樹高に至ったものもある。 
 剪定は、建築限界にはみ出た枝を切り詰め、絡み枝やふところ

枝などの中間枝を切除し、樹冠を盃状にまとめる。 
 車道側の枝は、突出していなければ切り詰めずそのまま伸長さ

せて構わない。 
 
 
特記事項  
大型種のホウオウボクを 3.5ｍ間隔で植栽してある。間隔が狭す

ぎて枝が競合し、一本の樹形を美しくたもつことができない。間

引きして間隔を広げるのが良い。 
 
 
 
 

大木になったホウオウボク 
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道路名：泉崎牧志線a 
植栽樹種 オオバアカテツ 図面  
現況写真   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※プロポ－ション 
※川沿いに制約なし、よってプロポーションは設定せ

ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察  
 花木を主体とした植栽であるが、いずれの樹種も

生育が不安定で、みどり景観としてまとまり感がな

い。 
  
計画のテーマ・目標  剪定計画  
  
剪定タイプ：育成タイプ 自然樹形：玉形 
計画樹冠：H=.7.0 ．W＝5ｍ（枝張り比＝0.7）  
剪定の要領  
 目標樹高は7ｍとし、樹冠を上部に導く。 
 剪定は車道側の建築限界にはみ出た枝は切り詰めるが、河川側

は切り詰めずにそのまま伸長させる。 
 
 
 
 
 
 
 
特記事項  
 
 
 

オオバアカテツ 
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道路名：泉崎牧志線b 
植栽樹種 ゴールデンシャワー 図面  
現況写真   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※プロポーション 
※川沿いに制約なし、よってプロポーションは設定せ

ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察  
 台風で枝が折損したこともあるが、枝の出方が少

ない。そのため、みどりの量感不足。 
  
計画のテーマ・目標  剪定計画  
  
剪定タイプ：育成タイプ 自然樹形：玉形 
計画樹冠：H=8.0 ．W＝4ｍ（枝張り比＝0.5）  
剪定の要領  
 目標樹高は7ｍとし、樹冠を上部に導く。 
 剪定はオオバアカテツ同様、車道側の建築限界にはみ出た枝は

切り詰めるが、久茂地川側は切り詰めずにそのまま伸長させる。 
 
 
 
 
 
特記事項  
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道路名：前島南線 
植栽樹種 タイワンフウ 図面  
現況写真   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察    
 タイワンフウがみどりのラインを形成し、久茂地

川の水面景観と一体となり極めて良好。市街地に潤

いのある環境を創出している。 
 狭い歩道において大きなタイワンフウを維持する

ためには適切な剪定が必要。 
 植樹桝による植栽だが、根のほうの問題は特にな

い。 

   
 
 
 
※プロポーション 
W=3.5-(0.5+0.5)×2=5.0 
H=5.0÷0.5=10.0 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

剪定タイプ：育成タイプ 自然樹形：円錐形 
計画樹冠：H=10.0 ．W＝5ｍ（枝張り比＝0.5）  
剪定の要領  
 樹高としては完成に至っているが、樹形を構成する幹の状況に

改善が必要である。 
 樹形を盃状に設定し、目標樹高を 10ｍとして四方に枝を張ら

せる幹の整理を行い、場合によっては樹形再生タイプの剪定も含

めて形を矯正する。 
 
 
 
特記事項  
 
 
 
 
 

大きく育ち樹形管理が必要 
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道路名：泉崎北線 
植栽樹種 ビロウ 図面  
現況写真   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考察   
 台風の影響を受けているが、生育は良好。ビロウ

は一定の緑陰効果を発揮していて、街並み景観の形

成にも一役かっている。 
 
 

 
※プロポーションは設定しない 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
  
剪定タイプ：育成タイプ 自然樹形：ヤシ形 
計画樹冠：H=10 ．W＝ｍ（枝張り比＝）  
剪定の要領  
 枯葉が発生した場合、落下して散在し、障害物とならないよう

枯葉除去を行う。 
 樹高はできるだけ上部に伸ばし、高さ10ｍにこだわらない。 
 
 
 
 
 
特記事項  

 
 
 
 
 

 
 

比較的緑量豊かなビロウ 
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道路名：泉崎松尾線 
植栽樹種 リュウキュウコクタン 図面  
現況写真   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察   
生育は良く、みどりのライン軸もできているが、ま

とまり感に欠ける。 
 

※プロポーション 
H=4.0-(1.5+0.5)×2=4.0 
W=4.0÷0.6=7.0 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
  
剪定タイプ：育成タイプ 自然樹形：玉形 
計画樹冠：H=7.0 ．W＝4.0ｍ（枝張り比＝0.6）  
剪定の要領  
 まだ目標樹高に至っていないので、建築限界にはみ出した枝を

切り詰め、絡み枝など混んだ中枝を整理しながら樹冠を上部に導

く。 
 上方枝は、突出しない限り、切り詰めしないこと。  
 
 
 
 
 
 
特記事項  
商業地であるためクリアランスは広め(1.5ｍ）にとる。 
 
 
 
 

リュウキュウコクタン 
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道路名：壺川８号a 
植栽樹種 タイワンフウ 図面  
現況写真   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察   
台風で落葉しているが、タイワンフウは樹高 10ｍ程

度に育ったものもあり、緑量感もある。 
樹形が円錐形なので、大きく育っているわりにはそれ

ほど民有地に進入していない。 
 
  

 
 
 
※プロポ－ション 
 W=3.5-(0.5+0.5)×2＝5.0 
 H=5÷0.5＝10.0 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
  
剪定タイプ：育成・維持タイプ 自然樹形：円錐形 
計画樹冠：H=10.0 ．W＝5.0ｍ（枝張り比＝0.5）  
剪定の要領  
・目標高さまで育っているものは、枝抜きと樹冠線からはみ出た

枝の切り詰め剪定を行う（維持タイプ）。 
・まだ目標高さまで至っていないものは、からみ枝などの枝だ透

かしを行い樹冠の拡大を待つ（育成タイプ）。 
 
 
 
 
 
特記事項  
 
 
 
 
 

完成形に近いタイワンフウ 



 

- 81 - 
 

道路名：壺川８号b 
植栽樹種 トックリキワタ 図面  
現況写真   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察   
トックリキワタは高さ6～10ｍ、幹周りは100～150
ｃｍまで育ち、完成形に至ったものもある。 
 
 
 

 
 
※プロポ－ション 
 W=3.5-(0.5+0.5)×2＝5.0+α2=7 
 H=5÷0.5＝10.0 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
 

 

剪定タイプ：維持・育成タイプ 自然樹形：盃状形 
計画樹冠：H=10.0 ．W＝7.0ｍ（枝張り比＝0.5）  
剪定の要領  
・目標の高さまで育っていないものは、側枝やからみ枝などの切

り詰めを行って形を整え、樹高を高い位置に誘導する。 
・高さが目標に達したものは、側枝や頂部の切り詰め剪定を行い、

目標とする樹形・規格に収める。 
・樹形は盆栽で言う「懸崖」は枝の先が下部にあるが、枝の先が

その逆の上に位置する形で良い。 
 
 
 
特記事項  
トックリキワタのような大型種は、管理上の問題から高さは10ｍ
にとどめるが、車道上の枝は計画線から外に出ても構わない。 
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道路名：壺川１８号a 
植栽樹種 センダン 図面  
現況写真   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察   
まったく樹形の異なる樹種が植栽されているので植

栽景観としてはまとまりがない印象を受けるが、セン

ダンは幹周りが 130ｃｍ程度に育っているものがあ

り、単一木としては見栄えが良い。ピンクテコマには

幹が切断されたものがある。                       

 
 
※プロポ－ション 
 W=（3.0-(0.5+0.5)×2＝4.0+α2=6 
 H=4÷0.5＝8.0 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
 

 

剪定タイプ：維持・縮小タイプ 自然樹形：盃状形 
計画樹冠：H=8.0．W＝6.0ｍ（枝張り比＝0.5）  
剪定の要領  
・民有地側のはみ出た枝は切り詰め、高さは管理を考慮して10ｍ
程度とする。 
・車道上の枝はある程度伸張しても建築限界に侵入しなければそ

のままにしておき、切り詰めはしない。 
 
 
 
 
特記事項  
綺麗な盃状の形にこだわらず、一本ごとの自然に生まれる樹形に

委ねるのが良い。 
 
 
 
 

単一木としては見栄えの良いセンダン 
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道路名：壺川１８号b 
植栽樹種 ピンコテコマ 図面  
現況写真   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ピンクテコマの生育が不揃い 
 
考察   
過去に幹途中から切り戻しされ、その後伸張して今の

状態になったと考えられる。 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
※プロポ－ション 
 W=3.0-(0.5+0.5)×2＝4.0 
 H=4÷0.5＝8.0 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
  
剪定タイプ：育成タイプ 自然樹形：卵円形 
計画樹冠：H=8.0．W＝4.0ｍ（枝張り比＝0.5）  
剪定の要領  
樹冠を大きく育てる。切り詰めは行わず、そのまま枝を伸長させ

て、その中から副主枝となる枝を残し、残る不要な枝を切除し、

数年掛けて樹形をつくる。 
 
 
 
 
 
特記事項  
大きな樹冠をつくるという視点が重要。 
 
 
 
 

 



 

- 84 - 
 

道路名：泉崎楚辺線a 
植栽樹種 オオバナソシンカ 図面  
現況写真   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※プロポ－ション 
 W=4.25-(0.6+1.5)×2＝4.0 
 H=4÷0.5＝8.0 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考察  
・骨格となる主幹のバランスが悪く、枝の頂部優勢が

顕著で不要枝も多い。 
・樹高も目標より大きくなっており、目標より低く抑

える必要がある。 
計画のテーマ・目標  剪定計画  
通りを飾る歩道の花木 
 

 

剪定タイプ：縮小タイプ 自然樹形：楕円形 
計画樹冠：H=8.0．W＝4.0ｍ（枝張り比＝0.5）  
剪定の要領  
・樹冠は高さ 9ｍ、葉張り 6ｍと大きくなりすぎているので、

もう少しコンパクトにまとめる必要がある。台風からの倒木を

防ぐ観点から樹高は7ｍで抑える。 
・地域住民からクリアランスを 1.5ｍ確保して欲しいとの要望

がある。 
特記事項  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□剪定後の状況 
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道路名：泉崎楚辺線ｂ 
植栽樹種 トックリキワタ 図面  
現況写真   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察   

 
 

 
 
 ※プロポ－ション 

 W=4.0-(0.5+0.5)×2＝6.0+α2=8 
 H=6÷0.6＝10.0 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
 

 

剪定タイプ：育成、維持タイプ 自然樹形：盃状形 
計画樹冠：H=10..0・W＝8.0ｍ（枝張り比＝0.6）  
剪定の要領  
・樹形の矯正が必要。 
・盃状の樹形を設定し、主枝を決めて切り返し剪定を行い、萌芽

を促し、不要な枝は切除する。 
・先述の壺川８号bに準ずる。 
 
 
 
 
特記事項  
樹形ができあがるまでには数年かかる。 
 
 
 
 
 

樹形の再生が必要なトックリキワタ 

トックリキワタの樹冠が大きくなり、強剪定が

行われた後の樹形管理が行われていないため

に樹形が乱れている。 
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道路名：城岳小学校北側線 
植栽樹種 リュウキュウマツ 図面  
現況写真   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察   
リュウキュウマツが大木となり、豊かなみどりを呈

している。十分な緑陰を提供して歩道は快適。 
  

※プロポーション 
H=5.0-(1.0+0.5)×2=7.0 
W=7.0÷0.7=10.0 

計画のテーマ・目標  剪定計画  
  
剪定タイプ：育成・維持タイプ 自然樹形：盃状形 
計画樹冠：H=10.0 ．W＝7.0ｍ（枝張り比＝0.7）  
剪定の要領  
 目標樹高に至ったものとまだ至っていないものがある。 
 目標樹高に至ったていないものは、民有地側の建築限界に侵入

した枝や絡み枝などの中枝を透かし、樹冠を上部に導く「育成タ

イプ」の剪定を行う。 
 目標に至ったものは、樹高 10ｍの樹高にとどめて切り詰める

ほか、混んだ中枝を切除する「維持タイプ」の剪定を行う。 
 
 
 
特記事項  
 
 
 
 
 


